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＜中学校授業計画事例＞

（さまざまな身分とくらし）１ 単元名 江戸幕府の成立と鎖国

２ 単元の目標

○ 江戸幕府の巧妙な支配のしくみに触れ，徳川将軍の政治手法について関心を高めよ

うとする。 （関心･意欲･態度）

○ 貿易の振興から政策を転換し，鎖国へと踏み切った幕府の意図について考えること

。 （ ）ができる 思考･判断

○ 鎖国下の対外政策について写真資料やグラフから読みとることができる。

（ ）技能･表現

○ 江戸時代のさまざまな身分と暮らしについて理解する。

（ ）知識･理解

３ 単元計画（５時間）

主 な 学 習 活 動 配時

１ 江戸幕府の成立と支配のしくみ １

○ 江戸幕府の巧妙な支配のしくみに触れ，徳川将軍の政治手法について関心

を高める。

２ さまざまな身分とくらし ２

○ 江戸幕府の身分制度について理解する。

（ ）○ 身分によるきびしい差別について考える。 本時

３ 貿易の振興から鎖国へ １

○ 貿易の振興から鎖国へと踏み切った幕府の意図を考える。

４ 鎖国下の対外関係 １

○ 鎖国下の対外政策について資料から読みとり，考える。

４ 本時の主眼

○ 江戸時代の社会のしくみの中で，差別された身分がつくられたことを理解する。

○ その外の身分として差別を受けた人々が創造した文化やたくましく生きた姿を知る

とともに，差別を許さない態度を身につける。

５ 本時の展開

配時 学 習 活 動 と 内 容 教 師 の 支 援

１ １ 前時学習の復習を行う。

７ ２ 江戸時代の身分について，いくつかの質問に ○ 刀を持っていても武士身分では

クイズ形式で答える。 ない，商売をしていても町人身分

２ ３ 本時のめあてを確認する。 ではないことに気づかせる。

江戸時代の社会のしくみを理解し，この時代の社会が生み出したものは何かを考

えよう。
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３ ４ 江戸時代の身分制度によって，差別を受けて ○ 身分制度があり，差別される身

いた人たちがいることを知る。 分があったことを知らせる。

， ，２７ ５ 差別が生まれた理由を考える。 ○ 学習プリントを使って 比較し

(1) 中世と近世の社会を比較し，江戸時代の社 振り返らせる。

会のしくみを理解する。 ○ 古来神に近い者，特殊な技能を

＜中世＞ 持つ者に対する畏怖畏敬の念が，

・延喜式，ケガレ意識の観念 南北朝の動乱期以降の天皇の権威

・移住生活をしていた の失墜により蔑視へと変容してい

・諸国を自由に往来する人々 ったことを確認させる。

＜近世＞ ○ 竜安寺等の写真を提示する。

・身分と仕事，居住地が固定される ○ ケガレ意識やきよめ等，科学的

・自由な移動が認められない な根拠のない考え方が社会の中に

・民衆の意識の変容（畏怖畏敬の念→排除） あったことを想起させる。

(2) 中世と近世社会の共通点と相違点を考え， ○ 中世には流動的であった仕事や

発表する。 居住地などを江戸時代には，身分

①社会のしくみについて によって分離固定したことを知ら

（共 ・身分はある せる。）

（相 ・住居，仕事，身分の全てが固定された ○ 生徒一人ひとりがじっくり考え）

・身分によって，きまりがつくられた られるように，机間巡視を行い，

②人々の生活について 考え方のアドバイスをする。

（共 ・民衆の団結力 ○ この時代の身分制度は，民衆の）

（相 ・民衆の意識 意識が差別を具現化していったこ）

・畏怖畏敬の念が自分たちとは違った人 とに気づかせる。

たちという意識 ○ 住居，仕事，身分の固定や分離

・自分たちの村以外の人に対しての排除 人々の意識などの相違点が集団外

の意識 への排除の意識に変化しているこ

(3) 誰が差別を生み出したのか考える。 とをおさえる。

・民衆（町人や百姓） 中世からのケガレ意識 ○ その外の身分の人々を排除する…

が排除の念となり，差別を生んだ という見方や考え方を幕府が支配

・支配者（幕府） 身分制度をつくったから 体制の維持に利用したことをおさ…

・百姓 自分たちの生活が苦しかったから える。…

新しく村に入って来た人に対して排除 ○ 元禄期以降，秩序の維持のため

する意識があったから に幕府が身分制度の引き締めを利

↓ 用したことも知らせる。

民衆の意識（排除の意識）と幕府がつくっ ○ えた身分，ひにん身分がおかれ

た制度が重なり，差別が生まれた。 差別を受けたことを確認させる。
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５ ６ 差別を受けていた人々はどんな暮らしをして ○ 賤称語については，説明をし，

いたのかを知る。 その使い方によっては人を傷つけ

・学習プリントの資料を通して，専門的知識と てしまうことをおさえる。

技術を生かして活発に経済活動を行っていた ○ 甲冑や能，庭園などの高度な技

こと 術や芸能，文化などを創造し，育

・皮革業，雪駄づくり，新田開発，医術 んできた人々であることを再度理

・人口の増加の資料などから，多様な仕事や役 解させる。

を負担し，互いに支え合って厳しい状況の中 ○ 新田開発や荒れた土地を良田に

でも力強く生き抜いたこと 変える等の専門技術を必要とする

仕事に誇りを持ち，技術を磨いて

いたことを確認させる。

○ 市兵衛らや太鼓屋又兵衛等の例

を出し，仕事を追求する中で大き

な財産を築いていった人々のこと

も知らせる。

５ ７ 本時の学習のまとめを行う。 ○ 本時の学習を通して，この時代

の身分制度はもちろん，民衆の非江戸時代の社会の中で，百姓や町人が持って

科学的なものの見方や考え方が差いた意識（畏怖・畏敬の念が変容した意識）

別を生み出したことをおさえる。が利用され，差別が生まれた。その中でも，

人々は技術を高め，文化を担い，年貢を納め

○ 差別を受けた人々やその子孫が続けていった。

この後，様々な自由，平等を求め

る運動の担い手となっていくこと

を今後の授業で学習することを伝

える。
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学 習 プ リ ン ト さ ま ざ ま な 身 分 と 暮 ら し ①

１ 年 組 （ ）

○江戸時代の社会のしくみを知ろう。

室 町 時 代 → 戦 国 時 代 → 安 土 桃 山 時 代 → 江 戸 時 代 と 社 会 は 変 化

し て き ま し た 。 室 町 時 代 と 江 戸 時 代 を 比 べ る と ， 社 会 の し く

み や 人 々 の 生 活 に 大 き な 変 化 が 見 ら れ ま し た 。 ど の よ う な 違

い が あ る か を 考 え て ， 江 戸 時 代 の し く み を 理 解 し て い こ う 。

問 題 １

室 町 時 代 ま で の 社 会 の し く み ， 人 々 の 生 活 と し て あ て は ま

る も の を 下 の 語 群 か ら す べ て 選 ん で 記 号 で 書 こ う 。

語 群

ア 人 々 は ， み ん な 名 字 と 名 前 を 持 っ て い た 。

イ 肉 類 を 食 べ た ら ， ３ 日 間 ， 他 の 人 と 接 す る こ と が で き

な か っ た 。

ウ 家 族 が 亡 く な っ た ら ， ７ 日 間 ， 人 と 会 う こ と が で き な

い と 決 め ら れ て い た 。

エ 全 て の 人 々 は ， 住 む 場 所 が 決 め ら れ て い て ，

引 っ 越 し を す る こ と を 許 さ れ な か っ た 。

オ 身 分 や 仕 事 が 決 め ら れ ， 親 の 仕 事 を 必 ず 継 ぐ こ と に な

っ て い た 。

カ 河 原 者 と よ ば れ ， 特 別 な 技 術 を 持 っ て ， 庭 園 な ど を 作

っ て い た 人 々 が い た 。

キ 全 て の も の に は ， 神 が 宿 っ て い る と 考 え ら れ て い た 。

ク 民 衆 は ， 自 治 組 織 を つ く り ， 一 味 神 水 （ み ん な の 約 束

事 を 紙 に 書 き ， そ れ を 燃 や し た も の を 水 に 入 れ ， み ん

な で ， 一 口 ず つ 飲 む ） の 儀 式 な ど を 行 い ， 団 結 力 を

高 め て い た 。

ケ み ん な 自 由 平 等 で ， 人 々 の 人 権 は 守 ら れ て い た 。
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学習プリント さまざまな身分と暮らし②
１年 組（ ）

めあて
江戸時代の社会のしくみを理解し，

この時代の社会が生み出したものは何か考えよう。

（１）室町時代と江戸時代の社会のしくみを比較しよう。

室町時代 江戸時代

社 ・住居の移動可能 ・住居
会 ・仕事を変えることができる ・仕事 ①
の ・身分は流動的 ・身分
し （下剋上の世の中）
く 変 化 ②
み による

厳しいきまり
服装・髪型まで決められる

・高度な技術を持った
人々が文化を創り出す 畏怖 ・少人数の高度な技術者

人 畏敬 （職人・技術者・有能な農民）
々 ・自然界，死，血液 の に対して，
の に関わる人，もの 念
生 に対して，尊敬できる ③
活 が近寄りがたいという

意識を持つ
・新しく村に入ってきた人々に

対して ④

・民衆の団結力が強い

民衆の意識
（排除の意識） 差別を

＋ 生む
幕府の制度

まとめ
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（２）中世と近世の社会の共通点と相違点を見つけよう。
（１）で確認した，①社会のしくみ，②人々の生活の２つに分けて
考えよう。

共通点（同じところ） 相違点（違うところ）

①社会のしくみ

②人々の生活

（３）何が差別を生み出したのだろう。（１）（２）から考えてみよう。

が差別を生み出した。

☆今回の授業を通して，「わかったこと・感じたこと・考えたこと」を書こう。

【資料】

「 聖 」 と呼ばれた名医
ひじり

各地の「差別されていた人々」の中に多くの医者がいた。例えば，
京都のある差別されていた村には，市兵衛と忠兵衛という医者がいた。
二人は，人々から「聖」と呼ばれ小児科の名医として彼らのもとには
多くの患者が集まってきた。こうして，たくさんの財を蓄えた二人は，
奉行所に多額のご用金を納めたことで，名字を名乗ることや刀を持つ
ことが許された。
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